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福岡県遠賀郡遠賀町所在城ノ越貝塚の第１次調査出土資料
― 九州大学総合研究博物館収蔵資料の研究 ―

福永　将大

九州大学総合研究博物館：〒812-8581　福岡市東区箱崎6-10-1 
fukunaga@museum.kyushu-u.ac.jp

要旨：九州大学総合研究博物館に所蔵されている，福岡県遠賀郡遠賀町所在の城ノ越貝塚第１次調査出土資料に
ついて，その調査概要と出土遺物の報告を行った．出土した弥生土器を検討した結果，弥生時代前期後半の板付
Ⅱａ式土器～中期後半の須玖Ⅱ式土器が出土しており，特に中期初頭の城ノ越式土器と中期前半の須玖Ⅰ式土器
が主体をなしていることがわかった．また，第１次調査における層位状況と出土土器について検討した結果，層
位と土器の新旧が明確に対応するようなあり方を見出すことは困難であることも指摘した．

キーワード：九州大学総合研究博物館収蔵資料，資料報告，城ノ越貝塚，弥生時代

１．�はじめに：城ノ越貝塚第１次調査資料報
告の意義

城ノ越貝塚は，弥生時代中期初頭に位置づけられる城

ノ越式土器の標式遺跡である．福岡県遠賀郡遠賀町大字

上別府に所在し，遠賀川下流西岸の丘陵裾部に位置する．

現在，遺跡地には石碑と説明パネルが設置されている（写

真１）．

城ノ越貝塚は過去２回にわたって発掘調査がなされて

いる．第１次調査は，昭和27（1952）年に鏡山猛氏を調

査主任として実施された調査，第２次調査は，昭和33

（1958）年に杉原荘介氏を調査主任として実施された調

査である．これらの発掘調査は，昭和26（1951）年に日

本考古学協会の中に設置された，弥生式土器文化総合研

究特別委員会による全国規模での発掘調査・研究事業の

一環として実施されたものである．それら調査・研究成

果については，昭和36（1961）年に刊行された『日本農

耕文化の生成』において報告されており（杉原編1960・

1961），城ノ越貝塚の発掘調査成果についても同書で報

告されている（鏡山ほか1961）．

しかし，『日本農耕文化の生成』の中で報告されている

のは，主に第２次調査成果の概要であり，第１次調査に

ついては，一部の石器・骨角器が報告されているのみで，

その調査成果の詳細は報告されていない．『日本農耕文化

の生成』では，第２次調査で確認した土器の層位的出土

状況が，城ノ越式土器の設定の根拠となっている（鏡山

ほか1961）．ただし，『日本農耕文化の生成』でも，必ず

しも層位と出土土器との関係がデータとして明確に示さ

れているわけではない．遺跡の堆積状況と土器の出土状

況について，第１次調査成果も含めた再評価が必要であ

ろう．

九州大学総合研究博物館には，上述した昭和27（1952）
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写真１　城ノ越貝塚（筆者撮影）
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年の第１次調査で出土した資料が収蔵されている．パン

ケース22箱と木箱３箱で，資料は洗浄されており，各資

料には出土位置情報が注記された状態で収蔵されていた．

また，第１次調査の調査日誌や図面，写真は，九州大学

考古学研究室が所蔵している．

本稿では，城ノ越貝塚第１次調査の概要について，調

査日誌などに基づいて報告する．また，当館所蔵の出土

資料についても紙数が許す限り報告したい．城ノ越式土

器については，『日本農耕文化の生成』での設定後も多く

の研究者によってその評価・位置づけについて議論がな

されてきている（森1966；小田1973；田崎1985；武末

1987・2011；石田2015；齋藤2022）．こうした研究状況

を鑑みて，城ノ越式土器の標式遺跡である，城ノ越貝塚

第１次調査資料の整理・報告は，学術的・学史的にも意

義あるものと考えた．

２．城ノ越貝塚第１次調査について

昭和27（1952）年に実施された城ノ越貝塚第１次調査

は，上述のとおり，昭和26（1951）年に日本考古学協会

の中に設置された，弥生式土器文化総合研究特別委員会

による全国規模での発掘調査・研究事業の一環として実

施されたものである．調査期間は，昭和27（1952）年８

月７日から８月13日までの７日間．調査参加者は以下の

通りである．

《調査参加者》

日本考古学協会弥生式専門委員会委員長　

					     明治大学助教授　杉原荘介

調査主任　九州大学助教授　鏡山猛

					     九州大学研究生　渡辺正気

					     嘉穂高等学校　花村與録

					     嘉穂高等学校　生徒ら６名

					     八幡高等学校　生徒１名

					     名和洋一郎

					     小倉高等学校　生徒２名

					     嘉穂高等学校　牧山

					     原口信行

					     小倉高等学校　田頭喬

					     明治大学助手　大塚初重

					     明治大学学生　岡本勇

調査の経緯については，九州大学考古学研究室所蔵の

調査日誌に詳しい．なお，同研究室所蔵資料の中には，

調査日誌や図面，写真のほかに，書きかけの調査報告書

の原稿も存在しており，第１次調査成果を報告する計画

があったことがわかる．以下，調査日誌に記載されてい

る内容を記す（文体・用語などは調査日誌のママ．●印

は判読不可能だった箇所を示している）．

◆昭和二十七年八月七日　晴夕立あり後曇り

午後，調査参加者現地に相会し明日よりの調査の諸準

備をした．即ち，鏡山先生は山口県岩田遺跡より帰り午

後１時半遠賀川駅に下車．遠賀村役場にて村長・公民館

主事と会い，調査に関する依頼，打合せを行った．調査

員の宿所は同村木守部落の白石市三郎氏方となった．つ

いで公民館主事と同道にて遺跡地主及び遺跡地の駐在員

宅に挨拶まわりをした．

渡辺やはり午後現地に到着し，鏡山先生と連絡の上，

役場より平板測量具，スコップなどを借り，又，調査用

員の買物をした．

なお，本日より嘉穂高等学校花村与録先生，同校生徒

五名を引率されて来援され，以上の諸準備を共になした．

その宿舎は同村花園部落の白石ナホコ氏方である．

又，名和洋一郎氏，八幡高等学校生徒安居君と現場に

来られた．

本日風もあって盛夏といえどもしのぎよかった．当地

方は一月おくれの七夕祭りで軒毎に笹かざりがあった．

◆八月八日　晴

本日より発掘調査を開始する．貝塚の中心と思われる

所にポケットを二つ掘る．東側（厳密には東北側である．

以下東側と略称する）のものは，東西（厳密には東北か

ら西南．しかし以下東西と略称する）２m，南北（厳密

には西北から東南．しかし以下南北と略称する．）１m の

長方形でこれをＡ区と名づけた．西側（厳密には西南側

であるが以下西側と略称する）ものは，東西（厳密には

東北から西南．しかし以下東西と略称する）２m，南北

（厳密には西北から東南．しかし以下南北と略称する）２
m の長方形で，これをＰ区と名づけた．Ａ区とＰ区の北

辺は同一線上にあって，その距離は１m70cmである．（こ
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のＡ区とＰ区の間はのちにＢ区となづけられた．）（第１

図）

Ａ区は渡辺担当にて10cm ずつ掘り下げて行き，この日

第５層にいたる．層別に遺物を採集し，Ａ１よりＡ４迄

採集．

Ｐ区は鏡山先生担当にて最初地表より50cm 迄を掘り，

その遺物をＰ１とし，次して50cm より90cm 迄をＰ２と

して発掘採集した．なお西端附近はとくに150cm 迄掘り

下げ，地表より150cm 迄のものを一括してＰＰとし一括

採集した．

Ａ区　

２m ×１m

渡辺担当にて10cm ごと下げる

第五層にいたる

整理番号　Ａ１→Ａ４

Ｐ区　

２m ×２m

略号　Ｐ．Ｐ　1.5m の深さに掘り下げし

整理番号　Ｐ１…表土より50cm 迄

					     Ｐ２…50cm より－90cm まで

遺物　－80cm より動物（猪か）下顎骨検出す

・�作業員：鏡山，渡辺，名和，生徒（小倉高２，八幡高

１，嘉穂高５）

・参観：若松東筑高校社会科教官諸氏

・�写真：発掘前の遺跡１，Ｐ２の動物骨及土器２，Ａ地

点とＰ地点を俯瞰１

・�名和君より城ノ越と花園の遺物を借用（遠賀川式有文

土器１片，籾痕ありという土器片１，石鏃２，石棒１，

石剣１，石のみ１）．

◆八月九日　晴

Ｐ区　

掘り下げ続行．一部貝層のつきる所までさげる．

	 Ｐ２…－50～－90cm

	 Ｐ３…－90～－100cm

	 Ｐ４…－100cm 以下貝層底まで

Ｐ４より石包丁破片１．

Ｐ２より弓弭形角製品．午前10時出現．深さ－60cm．

これより少し前に骨製紡錘車露出．－90cm．

Ａ区　

Ａ５，Ａ６　計20cm 掘り下げる．

石錘一個四隅打かきあり．

第１図　城ノ越貝塚第１次調査区位置図
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須恵器の大なる破片あり．

・�作業員：前日と同じ．三宅君来援．

・�見学：柴田氏（八幡製鉄）

・�写真：弓弭形角製品出土状態，試掘孔全景と近景

・�猪下顎骨

・�貝層の状況：Ｐ区の山の手に多し．しじみが最も多い．

他にアワビ，カキ，タニシ等あり．

・�Ｐ２−タイの下顎骨，Ａ６−同じものあり

・�本日も快晴であるが炎暑になやまされる．

◆八月十日　晴

Ｐ区　

Ｐ５　 slope の下部層．

Ｐ６　盤土の中にまじる貝の層低層．

発見品中の主なもの：磨製片刃石斧，錘石，石鏃

Ａ区　

断面により土層の傾斜状況が判明した．須恵器混入の

理由も明かとなる．

・�午後平板測量を実施する．

・�本日，嘉穂高等学校花村与録先生は帰校．交替とし

て牧山先生到着．

・�見学者：柴田喜八氏（若松），原口信行氏

・�朝，遺跡附近の地形変遷を知る記録をたずねて木守

の村●氏をたずねた所，同家に●●中の●長ありて

驚く．

・�夕刻遅くまで作業継続．原口氏同泊．黄昏炭坑街の

燈火をはるかにのぞみ田園道を宿舎にかえる．

◆八月十一日　晴

Ｐ区　

Ｐ６’…貝層の直下　昨日の続き

Ｐ７’…貝層下の下位の混らない土層より発見

Ｐ区よりの発見品：石斧，石剣

Ｂ区　

表土下50糎まで除去す．

・�Ａ区とＰ区の間にＢ区を設け，Ａ，Ｐを連続させる．

・�Ｂ区調査の主目標

　①�Ａ地区の壁面に現われる土器を含むるの少い間層

の在り方を追求する

　②ＡとＰとの間を接続させる

　※�結果的にはＡ，Ｂを通じて貝塚層位の探求になっ

て了った．

・�田頭喬氏来援．

・�杉原，大塚，岡本が午後６時来着．宿舎に来る．鏡山

出迎．

・�同じ列車で名和洋一郎君の外に６名見学に来る．

・�他に本日の見学者：若松高等学校生徒，椿（長府博物

館長）●村（下関）等

・�本日，田頭，名和氏同宿．

◆八月十二日　晴

Ｐ区　

Ｐ区の地盤を調査する．貝層の下部の土層をしらべる．

試掘孔下底西南隅のなだれ貝層あり．この貝層下は●黒

褐色土ありて更にその下に赤褐色粘土層あり．この赤褐

色粘土層は地盤で遺物ふくまれず．その上に被している

●灰色の粘土層中には土器片少量，獣骨，木炭片等あり．

Ｐ区の整理番号

Ｐ８…下層貝層中の遺物

Ｐ９…●灰色粘土層中（最下層包含層）の遺物

Ｂ区　

Ｂ区とＡ区との中間30糎位残していたのを除去す．10

時頃表土より５糎内外の所で寛永通宝を得．鉄鏃を得．

祝部と共伴す．

夕方，Ｐ区に近く壺形土器の完形に近いものを得．撮

影の後に大騒ぎす．

　Ａ　大塚，渡辺氏の所　Ｂ10ロの途中まで

　Ｂ　岡本氏の所　Ｂ11の始め頃で止む

上層−●●鉄鏃１検出

・�嘉穂高校本日を以て引きあげることとなり，午後５時

現場を去る．

・�鏡山は折尾の土木事務所に遺物運搬依頼のため行く．

午後３時より30分間．

・�村長，教育庁，出張所長，中村公民館主事等見学．

◆八月十三日　晴　（一日延長す）

盂蘭盆会となったが作業は最後の段階となって●●●
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続けることとした．Ｐ区とＢ区を●●れて地盤層まで掘

り下げる．午後４時，一旦作業を終了．埋戻しは地主に

依頼して引き上げる．宿舎で荷造をして，午後７時過ぎ

の博多行列車で一行は現場をはなれる（鏡山，渡辺，杉

原，岡本，大塚）．

Ｂ区　

岡本氏　Ｂ11は須玖の層と云い続行す

大塚，渡辺氏　Ｂ12で遠賀の層を追求

最後にＢ11とＢ12，Ｂ13は各人の鍬の進む所，余り判

然と区別出来ず．

以上，調査日誌に記されている発掘調査の経緯を見る

限り，数十 cm 単位の人工層位で掘り下げながら，堆積

状況と遺物出土状況の把握に注意を払っていることがわ

かる．

より詳細に見てみると，Ａ区の調査では，貝層上部か

ら弥生土器が出土する一方で，下部から須恵器が出土す

ることに困惑している様子が窺える．調査の進展により，

Ｐ区からＡ区にかけて傾斜して堆積していること，さら

に，Ｐ区の上部貝層を削平してＡ区側に土を移し造成し

たことが判明したため，貝層下部の須恵器出土問題は解

決したと考えたようだ．Ｂ区東側からＡ区にかけて，上

部に古墳時代以降の二次堆積層が堆積していることが明

らかになったわけだが，それ以外の部分は，後世の撹乱

などは受けていないと判断している．

また，Ｂ区最下層付近の堆積時期に関する評価は，調

査最終日まで議論になっていたようだが，残された土層

図を見る限り，遠賀川式土器の層と須玖式土器の層が，

上下に区別されて示されている（第２・３図）．

こうした堆積状況と遺物出土状況の把握に注意を払う

第１次調査における調査方針や，そこで得られた調査成

果は，のちの第２次調査にも基礎的なデータとして継承

されたものと考えられる．その結果，『日本農耕文化の生

成』における，土器の層位的出土状況を根拠とした城ノ

越式土器の設定（鏡山ほか1961）につながったものと評

価できよう．

３．城ノ越貝塚第１次調査出土資料について

九州大学総合研究博物館に収蔵されている城ノ越貝塚

第１次調査出土資料の大半は，弥生土器である．そのほ

か須恵器や土師器，瓦がある程度まとまった量確認でき

るとともに，中世の青磁・白磁片も少数見られる １．

石器はごく少量で，第４図に示した石包丁（「Ｐ４」出

土）の破片が確認できる以外は，西北九州産黒曜石や安

山岩の剥片が少量認められるに過ぎない．『日本農耕文化

の生成』では，土器以外の遺物の好資料は第１次調査に

多いため，石器・骨角器は第１次調査出土のものを中心

に報告したとされる（鏡山ほか1961） ２．

また，木箱に収蔵されている資料も存在しており（全

部で３箱分），そのうち２箱には未洗浄の弥生土器胴部片

などが，１箱には貝層から出土したと考えられる貝資料

が入っている．

2022年５月から，これら資料の整理作業を開始した．

まず収蔵資料の全体像を把握した上で，弥生時代の遺物

とそれ以外の時期の遺物に分けて，大半を占める弥生土

器の整理・報告を行う方針を固めた．弥生時代の貝資料

や，古墳時代以降の遺物の整理・報告に関しては今後の

課題としたい．

弥生土器の多くはすでに洗浄されており，各資料には

出土位置情報が注記された状態で収蔵されていた．その

ため，形態や装飾に特徴がある資料をピックアップして，

実測を開始した．実測個体は343点で（第１表），口縁部

や底部は小片であっても図化している．

紙数が限られており，図化した資料をすべて報告する

ことはできない．そのため，甕形土器，壺形土器，その

他の器種という形で大きく器種分類し，かつ，甕形土器

と壺形土器に関しては，その形態的・装飾的特徴に基づ

いて分類し，各分類単位の代表的な資料のみを報告する

こととした．

（１）甕形土器

収蔵されている弥生土器の中で多くを占めるのが，こ

の甕形土器である．甕形土器を分類するにあたって，田

崎博之氏の口縁部形態に基づいた系譜の分類を参考にし

（田崎1985），大きくＡ類とＢ類に大別した．Ａ類は，如

意形あるいは「く」字形に口縁部を折り返すもので，田

崎氏のＡ系譜に相当する．一方，Ｂ類は，口縁部断面が

三角形や「コ」字形をなすもの，あるいは鋤先口縁をも

つもので，田崎氏のＢ系譜に相当する ３．
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福永　将大

第２図　城ノ越貝塚第１次調査　トレンチ北壁土層図
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第３図　城ノ越貝塚第１次調査　トレンチ南壁土層図
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第４図　第１次調査出土石包丁
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福岡県遠賀郡遠賀町所在城ノ越貝塚の第１次調査出土資料
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ⅰ）甕Ａ類

甕Ａ類としたものは139点である．口縁部の形状に基

づいて，さらにＡⅠ類～ＡⅤ類の５つに細分する（第５

図）．

	 ＡⅠ類…�短く外反して如意形をなし，口唇部がすぼ

まる．

	 ＡⅡ類…口縁部が「く」字形に屈曲する．

	 ＡⅢ類…�口縁部が「く」字形に屈曲する．口唇部下

端が肥厚する．

	 ＡⅣ類…�口縁部が「く」字形に屈曲する．口唇部内

面を強く撫でることで凹む．

	 ＡⅤ類…�口縁部が外反して「く」字形に屈曲する．

口唇部内面上端に突起を施す．いわゆる跳

上口縁．

ＡⅠ類～ＡⅤ類は時間的変異を表すと考えており，Ａ

Ⅰ類→ＡⅡ類→ＡⅢ類→ＡⅣ類→ＡⅤ類の変化の方向性

を想定している．

また，甕形土器には，装飾を施さないもの（ａ），口唇

部外面に刻みを施すもの（ｂ），胴部上半に沈線を施すも

の（ｃ），胴部上半に突帯を施すもの（ｄ）が認められる

（第６図）．ｂは胴部上半に沈線を施すものも存在してい

る ４．また，ｂ・ｃは沈線を１本施すものと，２本を並

行して施すもの，さらに少数ではあるものの，３本並行

して施すものも認められる．

これらａ～ｄと，先のＡⅠ類～ＡⅤ類との組み合わせ

で分類を行う（Ex. ＡⅠ類の口縁部を有し，口唇部外面

に刻みを施すものを「ＡⅠｂ類」として分類する）．分類

の結果，ＡⅠａ類（３点），ＡⅠｂ類（２点），ＡⅡａ類

（35点），ＡⅡｂ類（13点），ＡⅡｃ類（10点），ＡⅢａ類

（34点），ＡⅢｂ類（９点），ＡⅢｃ類（５点），ＡⅢｄ類

（５点），ＡⅣａ類（18点），ＡⅤａ類（４点），ＡⅤｄ類

（１点），の全部で12の分類単位を抽出した（第７～14

図）．なお，ＡⅠｃ類・ＡⅠｄ類・ＡⅡｄ類・ＡⅣｂ類・

ＡⅣｃ類・ＡⅣｄ類・ＡⅤｂ類・ＡⅤｃ類の組み合わせ

は確認できていない．

ｂやｃが比較的古手の要素である可能性は想起される

ものの，これら装飾的要素をもって時期区分を行うこと

は現状では難しいと判断した．胴部上半に施される沈線

や突帯と，口縁部との距離は，先学で時間差を示す要素

として取り上げられているが（鏡山ほか1961；田崎

1985；武末1987），当該資料群に関して言えば，類似し

た特徴をもった土器群内でも沈線・突帯が施される位置

にはバリエーションが存在しており，先に想定した口縁

部形態の変化とも相関は見出し難い．

『日本農耕文化の生成』（鏡山ほか1961）における分類

単位との関係を示すと，「城ノ越Ⅰ式土器」と「城ノ越Ⅱ

式土器」が本稿ＡⅠ類とＡⅡ類・ＡⅢ類の一部，「城ノ越

Ⅲ式土器」が本稿ＡⅡ類・ＡⅢ類・ＡⅣ類の一部，「城ノ

越Ⅳ式土器」が本稿ＡⅣ類の一部とＡⅤ類に概ね相当す

ると考えられる．先学の諸成果を踏まえると（田崎1985；

武末1987・2011；武末・上田2006；石田2015など），Ａ

Ⅰ類は板付Ⅱａ式土器に，ＡⅡ類は板付Ⅱａ式土器～城

ノ越式土器に，ＡⅢ類は板付Ⅱｃ式土器～須玖Ⅰ式土器

に，ＡⅣ類は須玖Ⅰ式～Ⅱ式土器に，ＡⅤ類は須玖Ⅱ式

土器に該当しよう．

ⅱ）甕Ｂ類

甕Ｂ類としたものは35点で，甕Ａ類より出土数は少な

い．甕Ａ類と同様，口縁部の形状に基づいて，ＢⅠ類～

ＢⅤ類の５つに細分する（第15図）．

	 ＢⅠ類…�口縁部断面の形状が三角形あるいは「コ」

字形を呈する．

	 ＢⅡ類…口縁部が「Ｌ」字形に屈曲する．

	 ＢⅢ類…鋤先口縁で，口唇部が上方を向く．

	 ＢⅣ類…鋤先口縁で，口縁部上面は平坦になる．

	 ＢⅤ類…鋤先口縁で，口唇部が下方を向く．

ＢⅠ類～ＢⅤ類は時間的変異を表すと考えており，Ｂ

Ⅰ類→ＢⅡ類→ＢⅢ類→ＢⅣ類→ＢⅤ類の変化の方向性

を想定している．

また，装飾を施さないもの（ａ），胴部上半に沈線を施

すもの（ｃ），胴部上半に突帯を施すもの（ｄ）が認めら

れるが，口唇部外面に刻みを施すもの（ｂ）は確認でき

ない（第６図）．ｃは沈線を１本施すものと，２本を並行

して施すものの両方が認められる．

甕Ａ類と同様，これらａ・ｃ・ｄと，先のＢⅠ類～Ｂ

Ⅴ類との組み合わせで分類を行う．その結果，ＢⅠａ類

（８点），ＢⅡａ類（４点），ＢⅡｃ類（２点），ＢⅢａ類

（５点），ＢⅢｄ類（３点），ＢⅣａ類（８点），ＢⅣｄ類

（１点），ＢⅤａ類（２点），ＢⅤｄ類（２点），の全部で

９つの分類単位を抽出した（第16～18図）．ここで示し

ていない組み合わせは確認できていない．

甕Ａ類と比較して，口唇部外面に刻みを施すもの（ｂ）
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第７図　甕Ａ類：ＡⅠａ類・ＡⅠｂ類
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・「く」字形に屈曲する

・口唇部内面が強い撫で
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第６図　甕形土器　装飾の変異
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第５図　甕Ａ類　口縁部形態の変異
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第８図　甕Ａ類：ＡⅡａ類
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は確認できず，胴部上半に沈線を施すもの（ｃ）も少な

い．一方，甕Ａ類に比べて甕Ｂ類は出土数が少ないこと

を踏まえれば，胴部上半に突帯を施すもの（ｄ）の出現

率は，甕Ａ類より高いことが指摘できる．

『日本農耕文化の生成』（鏡山ほか1961）における分類

単位との関係を示すと，「城ノ越Ⅰ式土器」と「城ノ越Ⅱ

式土器」に該当するものはなく，「城ノ越Ⅲ式土器」が本

稿ＢⅠ類・ＢⅡ類とＢⅢ類の一部，「城ノ越Ⅳ式土器」が

ＢⅢ類の一部とＢⅣ類・ＢⅤ類に概ね相当する．先学の

諸成果を踏まえると（田崎1985；武末1987・2011；武

末・上田2006；石田2015など），ＢⅠ類は板付Ⅱｃ式土

器～城ノ越式土器に，ＢⅡ類は城ノ越式土器に，ＢⅢ類

は須玖Ⅰ式土器に，ＢⅣ類は須玖Ⅰ式～Ⅱ式土器に，Ｂ

Ⅴ類は須玖Ⅱ式土器に該当すると考えられる．

ⅲ）甕Ａ類・甕Ｂ類の器面調整

甕Ａ類と甕Ｂ類の各分類単位における，部位ごとの器

面調整のあり方を示したものが第19・20図である．まず

大局的にみて，甕Ａ類と甕Ｂ類における器面調整のあり

方に差異が認められる．甕Ａ類はどの部位においても器

面調整にバリエーションが認められるのに対して，甕Ｂ

類は相対的にバリエーションが少ない．

詳細に見ると，甕Ａ類の中でも，特にＡⅡ類やＡⅢａ

類，ＡⅢｂ類の器面調整にバリエーションが多く認めら

れる．その一方で，ＡⅢｃ類，ＡⅢｄ類，ＡⅣ類，ＡⅤ

類はバリエーションが少なく，甕Ｂ類における器面調整

第９図　甕Ａ類：ＡⅡｂ類
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50 10 ㎝S=1/3
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のあり方と比較的類似している．

ＡⅠ類もバリエーションが少ないが，内面の胴部上半

が横刷毛で調整されるなど，他の分類単位とやや異なる

傾向もみられる．

以上のような器面調整の変異は，時間差や系統差を反

映している可能性が高い．しかし，その位置づけを明確

にするためには，今後さらなる検討が必要であろう．本

稿では基礎データの提示に留めておきたい．

ⅳ）甕Ａ類・甕Ｂ類の出土状況

甕Ａ類と甕Ｂ類の各分類単位の人工層位別出土状況を

示したものが第21図である．幸いなことに，各土器片に

は出土層位の情報が注記されているため，どの層から出

土したものか特定することができる．第21図は，横軸に

各分類単位，縦軸に人工層位をとり，上から下に行くほ

ど層が古くなるように配置した．

縦軸の「Ａ５」や「Ｂ12下」などが，人工層位である

ことには注意が必要である．人工層位は，一定の深さご

とに面的に掘り下げていくため，必ずしも第２・３図に

示された層位と対応しているとは限らない．特に第２・

３図のように傾斜して堆積している場合は尚更である．

例えば，第３図のＢ区において，上から1.5m 付近を面的

に掘り下げたときに出土した遺物をある名称を付して取

り上げていたとしても，遺物出土平面図などが存在しな

い限り，「城ノ越Ⅱ Suku」・「混土貝層 Suku, Ongagawa 共

存」・「城ノ越Ⅰ Ongagawa」のどの層から出土した遺物な

のかを特定することはできない．よって，第21図に示さ

れている出土層位の上下関係を，そのまま堆積時期の新

旧に対応させることはできないことは明らかである．残

された情報を最大限に抽出したものが第21図であるもの

の，その読み取りは慎重を期す必要がある．

以上のような問題点を踏まえた上で第21図を見ると，

Ｂ区では，新相と考えた甕ＡⅣ類・ＡⅤ類は他と比較し

て上層から出土する傾向や，Ｐ区でも，新相と考えた甕

1

2

3

4

0 10 ㎝S=1/3

第10図　甕Ａ類：ＡⅡｃ類
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ＢⅢ類・ＢⅣ類が上層から出土する傾向が窺えないわけ

ではない．また，Ｐ区の「Ｐ６」以下では甕Ｂ類が出土

せず，甕Ｂ類は甕Ａ類に後出する可能性も想起される．

しかし，甕ＡⅠ類・ＡⅡ類・ＡⅢ類などは層の上下に

関係なく出土している状況が窺える．また，Ｂ区の最下

層（「Ｂ13」）からは甕ＢⅢ類（須玖Ⅰ式土器）が，Ｐ区

の「Ｐ８」からは甕ＡⅣａ類（須玖Ⅰ式～Ⅱ式）が出土

しており，型式学的検討で想定した土器の新旧と，出土

レベルの上下関係とが対応しない事例も確認できる．

『日本農耕文化の生成』では，第２次調査で確認した層

位状況が，土器の新旧と明確に対応することが示されて

おり，それをもとに「城ノ越式土器」の設定がなされて

いる（鏡山ほか1961）．第１次調査に関しても，第２・３

図の層位図を見る限り，各層に「城ノ越Ⅰ Ongagawa」・

「城ノ越Ⅱ Suku」・「城ノ越Ⅲ Isaza」と記載され，層位状

況が土器の新旧と対応するように示されている．しかし，

少なくとも第１次調査に関して言えば，後世に残された

情報に基づいて判断した場合（第21図），層位状況と土

器の新旧が明確に対応するようなあり方を見出すことは

難しいと言わざるを得ない．

ⅴ）甕形土器の底部

弥生時代前期後半から中期における土器の変化を考え

る場合，これまで底部形態の変異が注目されてきた．す

1

2

3

4

5
6

0 10 ㎝S=1/3

第11図　甕Ａ類：ＡⅢａ類
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第12図　甕Ａ類：ＡⅢｂ類・ＡⅢｃ類
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第13図　甕Ａ類：ＡⅢｄ類
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第14図　甕Ａ類：ＡⅣａ類・ＡⅤａ類・ＡⅤｄ類

1
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8

1 ～ 5：ＡⅣａ類　6・7：ＡⅤａ類　8：ＡⅤｄ類

0 10 ㎝S=1/3

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

・断面三角形、コ字形 ・Ｌ字形 ・鋤先口縁

・口唇部が上向き

・鋤先口縁

・口縁部が平坦

・鋤先口縁

・口唇部が下向き

第15図　甕Ｂ類　口縁部形態の変異
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第16図　甕Ｂ類：ＢⅠａ類・ＢⅡａ類・ＢⅡｃ類
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6～ 8：ＢⅡａ類

9・10：ＢⅡｃ類
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第17図　甕Ｂ類：ＢⅢａ類・ＢⅢｄ類
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第18図　甕Ｂ類：ＢⅣａ類・ＢⅣｄ類・ＢⅤａ類・ＢⅤｄ類
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第19図　甕Ａ類・甕Ｂ類　器面調整①
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甕ＡⅡｂ類 4 2 1 1 5 13

甕ＡⅡｃ類 1 1 1 7 10

甕ＡⅢａ類 1 1 1 2 3 25 33

甕ＡⅢｂ類 5 1 1 2 9

甕ＡⅢｃ類 5 5

甕ＡⅢｄ類 5 5

甕ＡⅣａ類 1 17 18

甕ＡⅤａ類 4 4

甕ＡⅤｄ類 1 1

甕ＢⅠａ類 3 4 1 8

甕ＢⅡａ類 3 1 4

甕ＢⅡｃ類 2 2

甕ＢⅢａ類 5 5

甕ＢⅢｄ類 3 3

甕ＢⅣａ類 8 8

甕ＢⅣｄ類 1 1
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なわち，裾部が張り出す厚い凹底から，裾部の張り出し

が弱く薄い平底へ，という変化の想定である（田崎1985

など）．

第１次調査出土資料にもある程度まとまった量の底部

資料が存在している ５．それらは以下のような形態的バ

リエーションを有している．

	［底部裾部形態］　Ｘ：�裾部が張り出す，Ｙ：裾部が

張り出さない

	［底面形態］　　　ａ：凹底，ｂ：平底

	［底部厚み］　　　厚：�厚底（厚さ３㎝以上），薄：薄

底（厚さ３㎝未満）

これら属性の組み合わせで分類した結果，Ｘａ厚（13

点），Ｘａ薄（12点），Ｘｂ薄（４点），Ｙａ厚（１点），

Ｙａ薄（６点），Ｙｂ薄（９点），の全部で６つの分類単

位を抽出した（第22図）．裾部が強く張り出して踏ん張っ

た形をなす厚い凹底（Ex. 田崎1985の甕形土器Ａ１やＢ

１など）は，第１次調査出土資料の中には確認できなかっ

た．

第23図は，底部の各分類単位の人工層位別出土状況を

示したものである．第21図で指摘したように，その読み

取りは慎重を期す必要があるものの，裾部が張り出す厚

い凹底（Ｘａ厚）が下層から出土し，裾部の張り出しが

第20図　甕Ａ類・甕Ｂ類　器面調整②

≪内面　胴部下半≫

横

磨

粗

磨

斜

撫

縦

撫

撫

総計

甕ＡⅠａ類 1 1

甕ＡⅡａ類 1 6 7

甕ＡⅡｂ類 1 1 2

甕ＡⅡｃ類 1 1 2

甕ＡⅢａ類 1 2 3 6

甕ＡⅢｂ類 1 1

甕ＡⅢｃ類 3 3

甕ＡⅢｄ類 1 1 2

甕ＡⅣａ類 2 2

甕ＢⅡａ類 1 1

甕ＢⅢａ類 1 1

甕ＢⅣａ類 1 2 3

甕ＢⅣｄ類 1 1

総計 1 1 6 4 20 32

横

磨

縦

磨

磨 粗

横

磨

粗

磨

横

刷

毛

板

横

撫

横

撫

縦

撫

斜

撫

撫

総計

甕ＡⅠａ類 1 2 3

甕ＡⅠｂ類 1 1 2

甕ＡⅡａ類 2 2 1 5 4 19 33

甕ＡⅡｂ類 2 1 2 3 1 1 10

甕ＡⅡｃ類 1 3 1 4 9

甕ＡⅢａ類 1 1 1 1 14 1 12 31

甕ＡⅢｂ類 1 1 1 2 2 7

甕ＡⅢｃ類 1 1 3 5

甕ＡⅢｄ類 3 2 5

甕ＡⅣａ類 1 4 2 10 17

甕ＡⅤａ類 1 1 2

甕ＢⅠａ類 2 1 1 3 7

甕ＢⅡａ類 1 3 4

甕ＢⅡｃ類 1 1 2

甕ＢⅢａ類 1 4 5

甕ＢⅢｄ類 3 3

甕ＢⅣａ類 1 1 2 3 7

甕ＢⅣｄ類 1 1

甕ＢⅤａ類 2 2

甕ＢⅤｄ類 2 2

総計 6 4 1 3 6 2 2 43 2 14 74 157

≪内面　胴部上半≫

横

刷

毛

縦

刷

毛

横

撫

撫

総計

甕ＡⅠａ類 1 1

甕ＡⅡａ類 1 7 1 9

甕ＡⅡｂ類 2 2

甕ＡⅡｃ類 1 1 2

甕ＡⅢａ類 6 6

甕ＡⅢｂ類 1 1

甕ＡⅢｃ類 3 3

甕ＡⅢｄ類 2 2

甕ＡⅣａ類 2 2

甕ＢⅡａ類 1 1

甕ＢⅢａ類 1 1
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弱く薄い平底（Ｙｂ薄）が上層から出土する，といった

傾向を看取することはできない．甕Ａ類・甕Ｂ類と同様，

底部においても層位状況と土器の新旧が明確に対応する

ようなあり方を見出すことは難しい．

（２）壺形土器

甕形土器に比べると数量的には少ないものの，壺型土

器もある程度まとまった量が出土している．ただし，壺

型土器は破片資料が多く，全体の器形を確認できるもの

がほとんど存在しない．そのため，形態的特徴にバリエー

ションが見られ，かつ，資料数も確保できる口縁部資料

を対象として，その形状によって分類することにした．

以下の通り，口縁部の成形手法によってＡ類・Ｂ類・Ｃ

類に大別し，Ｃ類に関してはその形態的特徴によって３

つに細別した（第24図）．

	 Ａ類…口縁部外面に粘土を貼付けて肥厚させる．

	 Ｂ類…素口縁で粘土の貼付けを行わない．

	 ＣⅠ類…口縁部上面に粘土を貼付けて肥厚させる．

	 ＣⅡ類…�口縁部上面に粘土を貼付けて肥厚させ，内

側を突出させる．

	 ＣⅢ類…「Ｔ」字形をなす．

第25・26図は各分類単位の代表例を示したものである．

Ａ類は第25図１・２に示した２点のみ．いずれも口縁部

が強く外反し，口縁部外面の肥厚部下端に刷毛目調整の

痕跡を残す．Ｂ類は16点確認している．頸部の長さや外

反の度合い，頸胴部境界の突帯の有無，口縁端部形状な

どにバリエーションが存在しており（第25図３～10），素

口縁を基準としてまとめて分類したものの，その中に時

空間的変異を内包している可能性が高い．ＣⅠ類（５点），

ＣⅡ類（５点），ＣⅢ類（１点）として分類したものにつ

いても，Ｂ類と同様，頸部の長さや外反の度合いなどに

バリエーションが存在している．ＣⅢ類は１点のみ出土

しており（第26図11），口縁部に対する頸部の傾きが急

であることから，壺ではなく高坏の口縁部である可能性

も否定できない．

『日本農耕文化の生成』（鏡山ほか1961）における分類

第21図　甕Ａ類・甕Ｂ類　出土状況
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第22図　甕形土器　底部
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単位との関係を示すと，「城ノ越Ⅰ式土器」と「城ノ越Ⅱ

式土器」が本稿のＡ類とＢ類の一部，「城ノ越Ⅲ式土器」

が本稿のＢ類の一部とＣⅠ類・ＣⅡ類，「城ノ越Ⅳ式土

器」が本稿のＣⅢ類に概ね該当しよう．先学の諸成果を

踏まえると（田崎1985；武末1987・2011；武末・上田

2006；石田2015など），Ａ類は板付Ⅱａ式～Ⅱｂ式土器

に，Ｂ類は板付Ⅱｃ式土器～須玖式土器に，ＣⅠ類は城

ノ越式土器に，ＣⅡ類は須玖Ⅰ式土器に，ＣⅢ類は須玖

Ⅱ式土器に該当すると考えられる．

第27図は，壺の各分類単位の人工層位別出土状況を示

したものである．点数は少ないものの，古手と考えたＡ

類がＢ区・Ｐ区ともに最下層から出土しており，新しく

位置づけたＣ類はＢ区・Ｐ区ともに下層からは出土して

いないことが把握でき，想定した土器の新旧と層位的出

土状況に矛盾はない．しかし，当該データが人工層位に

もとづいていることの問題点は上述の通りであり，第27

図の読み取りも参考程度にとどめておく必要がある．

第28・29図には，分類単位としてまとめることができ

なかったその他の壺形土器資料を示した．第28図１・３

は，口縁部あるいは頸部に貝殻腹縁押捺文が施されてい

る．２は長頸壺の口縁部片と考えられ，口縁部から少し

下がった位置に突帯を巡らせている．４は短頸壺の口縁

部片である．

第28図５～18，第29図には頸部片・胴部片をまとめた．

頸部に沈線や貝殻腹縁押捺で文様を描くものについては，

小片であっても全て図化して掲載している（第28図８～

18，第29図１～10）．有軸羽状文や無軸羽状文，弧線文

などもモチーフが認められる．また，『日本農耕文化の生

成』（鏡山ほか1961）の報告では出土していないとされ

ていた木葉文を施すものも確認できる（第29図10）．

胴部に突帯を施すものについて，第29図に代表的なも

のを示した．突帯は１～２条施され，胴部最大径に配さ

れるものが多い．断面三角形のものが多いが（第29図11

～13），断面「Ｍ」字形を呈するものも一定数確認でき

る（第29図14）．

（３）その他の器種

甕形土器・壺形土器以外の器種も少量ながら出土して

いる（第30図）．１は，ボウル形の鉢形土器で，口縁端

部を撫でてきれいに面取りしている．２は，「く」字形に第23図　甕形土器底部　出土状況
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第24図　壺形土器　口縁部形態の変異
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第25図　壺形土器：Ａ類・Ｂ類
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第26図　壺形土器：ＣⅠ類・ＣⅡ類・ＣⅢ類
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口縁部が屈曲して，甕ＡⅡ類に形態は類似しているもの

の，口径に対して器高が小さいことから鉢形と判断した．

器壁外面は横方向の磨き調整がなされている．３は，口

縁部と胴部下半にそれぞれ３条ずつ突帯が施されている．

器壁外面の磨滅が著しい．胴部下半に施される３条の突

帯も，本来は断面「Ｍ」字形だったと推察されるが，磨

滅により断面台形状を呈するようになったと考えられる．

外面に赤色顔料が塗布された痕跡を確認できる．４は，

高坏脚部である．５は，小片のため判断が難しいが，高

坏の口縁部片の可能性がある．６～８は，蓋と考えられ

る．

４．�おわりに：城ノ越貝塚第１次調査資料の
位置づけ

本稿では，これまで詳細が報告されていなかった，昭

和27（1952）年に実施された城ノ越貝塚第１次調査につ

いて，その調査概要と出土遺物の報告を行った．

出土した弥生土器を検討した結果，弥生時代前期後半

の板付Ⅱａ式土器～中期後半の須玖Ⅱ式土器が出土して

おり，特に中期初頭の城ノ越式土器と中期前半の須玖Ⅰ

式土器が主体をなしていることがわかった．また，『日本

農耕文化の生成』（鏡山ほか1961）で報告されている第

２次調査出土資料を見ると，須玖Ⅱ式土器（＝「城ノ越

Ⅳ式土器」）が一定量出土していることが窺えるが，本稿

で報告した第１次調査出土資料では当該期土器の出土は

かなり少ない印象を受ける．第２次調査では，第１次調

査区を広げる形で調査区を設定しており（杉原編1960），

両者に見られる土器の差異が何に起因するかは不明であ

る．

『日本農耕文化の生成』では，第２次調査で確認した層

位状況が，土器の新旧と明確に対応することが示されて

いる（鏡山ほか1961）．しかし，今回，第１次調査にお

ける層位状況と出土土器について検討した結果，人工層

位ごとの出土土器の検討ではあったものの，層位状況と

土器の新旧が明確に対応するようなあり方を見出すこと

は困難であった ６．第21・23・27図に示したデータに対

して，どの程度重視して評価するか難しいところではあ

るが，少なくとも第１次調査，そして，第２次調査につ

いても，いま一度，土器の層位的出土状況に関しては慎

重に検討した上で，再考する必要があると考える．

今後の課題は山積している．本稿で行った土器の分類

は，あくまでも九州大学総合研究博物館に収蔵されてい

る第１次調査出土資料のみを対象としたものであり，各

分類単位抽出の妥当性については，今後，他の遺跡から

出土した土器の検討を行った上で判断していかねばなら

ない．

また，今回報告できなかった弥生時代の貝資料や，古

墳時代以降の遺物についても，今後整理・報告する必要

がある．特に貝資料については，弥生時代前期後半～中

期にかけて当該地に貝塚が形成された理由を解明する上

で重要な資料と考えられる．これまで，貝塚から出土す

る貝類・魚類などの生態学的情報を検討することで，当

時の気候・環境変動の復元研究がなされてきた．齋藤瑞

穂氏は，玄界灘沿岸地域の弥生時代貝塚を検討した結果，

板付Ⅱ式期に海水準の上昇を伴う温暖化が生じており，

それは，伊勢・三河湾沿岸や東関東地域などの状況と連

動した汎列島的現象として捉えるべきであるという指摘

を行っている（齋藤2009）．

Ａ

類

Ｂ

類

Ｃ

Ⅰ

類

Ｃ

Ⅱ

類

Ｃ

Ⅲ

類

Ａ区

A5 0

A6 1 1

A9 0

A10 0

AB11 0

Ｂ区

B2 0

B3 2 2

B9 0

B10 1 1

B11 1 1

B11下 0

B11/B12 0

B12 0

B12下 1 1

B13 1 3 1 5

Ｐ区

P1 2 2 3 7

P2 1 1 2

P3 0

P4 0

P5 4 2 6

P6 1 1

P7 0

P8 0

P9 1 1

総計 2 16 5 4 1 28

壺

総計

第27図　壺形土器　出土状況
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第28図　壺形土器：その他①
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第29図　壺形土器：その他②
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一方，田崎博之氏は，弥生時代前期末～中期の福岡平

野において，平野沖積面での土砂の堆積が進むことを指

摘し，こうした沖積平野の土地環境の変化は，花粉分析

成果から指摘されている同時期の気候冷涼化との関係を

推察している（田崎1998）．

弥生時代前期後半から中期前半期は，様々な物質文化

において画期が見いだせる時期であることが指摘されて

おり（岩永1991・1994；下條1975；高倉1986；武末

2011；田中2000；常松2011；溝口1998・2000；宮本

2020，森2018；森1968など），こうした社会的・文化的

変動の実態についてより理解を深めていくためにも，当

該期における気候・環境変動の復元は必要不可欠な研究

課題の一つであると考える．今後そうした研究課題を解

決していく上で，城ノ越貝塚は重要な分析対象となり得

ることは間違いない．

本稿における調査概要・出土資料の報告を契機に，当

該期の社会・文化研究の進展に少しでも貢献し得ること

を祈念しつつ，擱筆としたい．

謝辞

本稿をなすにあたり，九州大学考古学研究室に所蔵されてい
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注

１　これら古墳時代以降の遺物には，「Ｂ２」や「ⅠＡ北区第４
層」と記されたラベルが付されており，Ａ区からＢ区上層に
かけて出土したものと考えられ，上述した調査日誌から読み
取れる遺物の層位的出土状況と矛盾はない．

２　『日本農耕文化の生成』の108頁第11図に図示された石器・
骨角器は，九州大学考古学研究室に収蔵されていることを確
認している．

３　Ａ類はいわゆる遠賀川以東系，Ｂ類は遠賀川以西系とされ
てきたものに相当する．

４　胴部上半に施される沈線は，同位置に存在していた段のな
ぞりから出現することが指摘されている（家根1993；田畑
2000；松尾2012など）．当該資料中に，胴部上半に段を有す
る甕形土器は確認できない．

５　口縁部から底部に至るまで残存しているような良好な資料
はほぼ存在していない．よって，当該資料に関しては底部の
みでの議論しかできず，口縁部形態など他の属性との対応関
係は不明である．

６　なお，城ノ越貝塚の層位的出土状況については，以前から
疑義を呈する論考が出されており（小田1973a），そうした城
ノ越貝塚や城ノ越式土器をめぐる研究史については齋藤瑞穂
氏が詳細にまとめている（齋藤2022）．
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Materials Excavated from the First Survey of Jonokoshi Shell Mound 
in Onga Town, Fukuoka Prefecture:

Research of archaeological materials in the Kyushu University Museum Collection

Masahiro FUKUNAGA

The Kyushu University Museum 
Hakozaki 6–10–1, Higashi–ku, Fukuoka, 812–8581 Japan

This paper reports on the excavated materials from the first survey of Jonokoshi Shell Mound in Onga Town, Fukuoka Prefecture, 

which are in the collection of the Kyushu University Museum. Analysis of the excavated Yayoi pottery revealed that the pottery exca-

vated ranged from Itazuke II a style of the late Early Yayoi Period to Sugu II style of the late Middle Yayoi Period. Among them, 

Jonokoshi type of the early Middle Yayoi Period and Sugu I type of the first half of the Middle Yayoi Period were found to be particularly 

abundant. In addition, the results of the analysis of the stratigraphic conditions and excavated pottery in the first survey indicated that it 

is difficult to find a clear correspondence between the stratigraphic level and the newness or antiquity of the pottery.

Key words: the Kyushu University Museum Collection, report of materials, Jonokoshi Shell Mound, Yayoi period




